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主な記事 
①健康ふれあいマラソン大会結果/ふるさと

教育で動画撮影 

②トーチ披露代替イベント/カムイノミ・イ

チャルパ 

③森のひろば２０２１を開催/小学生が全道

陸上で大活躍 

④図書フェスティバル/９月定例教育委員会

/特別支援教育支援員の募集  

⑤図書室だより 

⑥放課後子ども教室活動紹介 

 

 

 

  

 

 

 

 

１年生 男子 本間 煌也
こ う や

 １７分２２秒２３ 

    女子  浅井 碧
あ

優
ゆ

 ２０分４４秒３０ 

２年生 男子 内沢 慶
けい

翔
と

 １６分３０秒２２ 

 女子 浅井 優
ゆ

杏
あ

 １５分４３秒７９ 

３年生 男子 安田 結
ゆい

翔
と

 １３分５０秒３５ 

    女子 佐藤  結
ゆい

 １９分２０秒５５ 

４年生 男子 飯塚 應
おう

介
すけ

 １５分４３秒０１ 

    女子 飯田 結
ゆ

衣
い

 １７分２９秒８１ 

５年生 男子 佐藤 良
りょう

真
ま

  １６分１５秒８８ 

    女子 中島 榎音
か の ん

 １４分０３秒０６ 

６年生 男子 土居 友
ゆう

祐
すけ

 １３分２８秒６８ 

    

 

 

男子（５ｋｍ）川嶋  圭
けい

 １６分２９秒２４ 
             （大会新記録） 

女子（３ｋｍ）浅井 芙
はす

実
み

 １６分５１秒４６ 

男子（５ｋｍ）真野   薫
かおる

 ２２分３１秒１５ 

女子（３ｋｍ）稲川帆乃
ほ の

花
か

  ２５分００秒８８ 

１０月１０日（日）秋空のもと、第２１回健

康ふれあいマラソン大会が開催され、５１人の

参加者が、スポーツセンター周辺の３ｋｍと５

ｋｍのコースを、一生懸命駆けぬけました。 

各部門の１位の記録は次のとおりです。 

９月２２日と２９日に、厚南中学校の３年生が

ふるさと教育の集大成として、地域で活動される

方々の取材と、その魅力を動画にまとめる編集作

業を行いました。 

 今年は、厚真に移住し起業している方や事業経

営を行っている方々の協力を得て、仕事の内容や

独自の工夫・特徴などをインタビューし、取材撮

影を行いました。 

 この取組で、制作した動画は１０月２５日に、

町長、教育長、各事業者を招いて開催される座談

会で披露されるほか、今後はインターネット等を

通じて町内外に発信される予定です。 町内事業所で取材する生徒たち 
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 トーチ披露代替イベント 

１０月１０日（日）かしわ公園野球場において、中止となった東京２０２０オリンピック厚真

町聖火リレーに聖火ランナーとして選出されていた厚真町ゆかりの４人のランナー（金谷奏
やす

央
ひろ

さ

ん、山田清
せい

司
じ

さん、末政知
とも

和
かず

さん、田中葵
あおい

さん）によるオリンピックトーチのお披露目が行われ

ました。また、トーチ寄贈者には感謝状と記念品が授与されました（都合により欠席した江川京
み

珠
やび

さんには後日、授与されました）。 

主催者を代表して宮坂町長からは「（胆振東部地震による）復旧から復興、創生への歩みを進め

ようとしている中、次の世代にしっかり厚真町をつなげ、希望を全国に発信したい」とあいさつ

がありました。 

当日は、来賓や家族など関係者１７人のほか、観覧席にはトーチのお披露目を楽しみにしてい

た町民やふれあいマラソンに参加する子どもたちの姿が見られ、初めて見るオリンピックトーチ

に興味津々の様子でした。 

代表者のあいさつとして山田さんからは「皆さんの前で走ることをあきらめていたが、このよ

うな予期しなかった素晴らしいイベントに感謝します。“故郷のために”との思いが、逆に励まし

てもらいました。今後も自然に恵まれた厚真町の発展を願っています。」と厚真町への思いを寄せ

ていました。 

 

トーチ寄贈者に感謝状と記念品を手渡す宮坂町長 

 

 

 

  

 

 

アイヌ民族の遺骨がふるさと厚真町へ 

カムイノミ･イチャルパ 神々への祈りと先祖供養 

イチャルパによる先祖供養の様子 

厚真町教育委員会が実施してきた厚幌ダム建設に伴う遺跡発

掘調査で見つかったアイヌ民族の遺骨１３体が、９月２７日に

札幌医科大学からふるさと厚真町に返還されました。 

 これに伴い１０月３日に軽舞遺跡調査整理事務所の前庭に

て、厚真アイヌ協会の主催で神々への感謝のカムイノミと先祖

供養のイチャルパが執り行われました。 

 今回返還された遺骨は、軽舞遺跡調査整理事務所にて出土し

た副葬品とともに安置され、厚真アイヌ協会の協力のもと、ア

イヌの歴史や文化を伝える貴重な文化財として保存・活用が図

られます。 
 



令和３年１０月２２日発行 

 

３                                                   

 

 

 

  

 

 

 

８月１５日、函館市千代台陸上競技場で第

３９回北海道小学生陸上競技大会が開催さ

れ、厚真スローイングチームおよび厚真陸上

クラブに所属する厚真町の小学生１２人が

出場しました。 

５年走高跳では、海沼悠大
ゆうだい

くん（上厚真小）

が優勝、５年８０ｍハードルでは、大垣成示
せいじ

くん（中央小）が３位入賞、５年ジャベリッ

クボール投で小林陽
ひ

葵
なた

さん（上厚真小）が５

位入賞、６年４×１００ｍリレーでは、１走

２走は安平町の選手が、３走を田中こまちさ

ん（中央小５年）、４走を坂本梨
り

理
り

愛
あ

さん（中

央小５年）がつとめ、８位に入賞しました。 

 

▲５年８０m ハードルで３位
の大垣君 

▲５年走高跳で優勝した海沼君 

▲５年ジャベリックボール投で５

位の小林さん 

 

 

５位入賞の小林さん 

▲６年４×１００mリレーで８位 

入賞の田中さん（左）と坂本さん（右） 

 教育委員会では、１０月３日（日）に厚

真放課後子どもセンター周辺の森を会場

に「森のひろば２０２１」を開催しました。 

この事業は、町内在住の親子を対象とし

て、厚真町の豊かな自然環境を生かした体

験活動の提供を目的に毎年開催しており、

親子１０組、３１人（大人１３人、子ども

１８人）が参加しました。 

 今年度は、馬とのふれ合いやロープブラ

ンコ、ジップライン、薪割りなどの体験活

動のほか、メディアインストラクターを招

いて、電子メディアに関する情報提供等を

行いました。 

今回は、新型コロナウイルス感染防止

対策として、開催時間や活動内容など、

規模を縮小しての実施となったものの、

普段はなかなかできない活動が体験で

き、参加者の笑顔が溢れる時間となりま

した。 

 

馬との触れ合い 

ロープブランコ体験 木材を活用した遊びの体験 
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●業務内容 軽度発達障がい等のある児童生徒の

指導・支援 

●雇用期間 令和４年１月１１日から令和４年３

月３１日まで 

●勤務時間 午前８時３０分から午後４時１５分

までのうち指示された時間 

●休  日 週休日、国民の祝日、年末年始の休日 

●勤務場所 厚南中学校 

●賃  金 時給 １，３６０円 

●応募方法 履歴書（写真添付）を下記へ提出（郵

送可）してください。 

●社会保険 健康保険法、厚生年金保険法及び雇用

保険法に基づいて適用 

●応募資格 教員資格を有する方 

●応募期限 令和３年１１月５日 

●選考方法 面接を行います。日時ついては後日通

知します。 

●応 募 先 〒０５９－１６０１ 

勇払郡厚真町京町 165番地の 1 

      厚真町教育委員会学校教育グループ 

     ☎２７－２４９４ 

 

 

 

 

 

 

 

・このイベントは、新型コロナウイルス感染防止対策を講じて実施します。 
・マスクの着用をお願いします。 
・受付の混雑を避けるため、参加申込書は事前に記入のうえ、当日持って来てください。 

・

天体観望会は天候不良の場合は、８月５日（木）に延期、５日も天候不良の場合は６日（金）に延期します。  

 

 

    

                          

                   

                                        小学生は午後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特別支援教育支援員の募集 
 

町文化祭の開催に合わせ、図書
フェスティバルを開催します。 
皆さんお誘い合わせのうえ 
ご来場ください。 

 

おはなしのびっこ 
 
１０：００～１２：００ 
〇対象：乳幼児親子 
○事前申込制 

・参加申込書は各子育て支援セ

ンターに備え付けてあります。 

 

 

 

     
 
 

詳細は次ページ 

の図書だよりを 

ご覧ください。 

 

①１３：００～ 
②１５：００～ 
③１７：００～ 

①１３：００～②１３：３０～ 
③１５：００～④１５：３０～ 
⑤１７：００～⑥１７：３０～ 

・惑星（土星・木星）ほか 
・雨天の際は中止 

・秋の星座 

〇YouTube動画視聴 
（こどもひろばチャンネル） 

〇電子図書の体験 
１３：００～１８：００ 

 

【時 間】１０：００～１９：００ 
【場  所】青少年センター 
【注意点】１６時以降小学生は保護者同伴となります。 

〇古雑誌リサイクル 
１０:００～なくなり

次第終了 

９月３０日（木）に開催された定例教育委員

会の会議内容についてお知らせします。 

◆報告事項 

 鵡川漁協厚真ほっき部会から学校給食にほっ

き貝寄贈／厚真高校魅力化促進事業進捗状況

／９月校長会議・教頭会議／通学路安全推進

会議／第２回厚南地区学校運営協議会／令和

３年度厚真町文化祭の開催／第２１回健康ふ

れあいマラソン大会の開催（７件） 

◆同意 

厚真町教育員会表彰について 

◆議案 

 教育委員会事務局職員の人事について 

◆その他 

 令和３年度教育委員学校訪問について／令和

３年度教育委員と小中学校 PTA 役員保護者と

の懇談会について／令和３年度教育委員会表

彰式について（他４件） 

★問い合わせ 

学校教育グループ ☎２７－２４９４ 

大きな天体望遠鏡
で外の世界をのぞ
いてみませんか。 
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青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－２３２１（土日） 

■青少年センター図書室開館時間 

 午前９時から午後５時（月・水・金・土・日） 

 午前９時から午後７時（火・木） 

■厚南会館図書室 

 午前 9 時から午後 5 時（月～日） 

※毎月５日・20 日が土日・祝日の場合は 

休館となります。 

１1 月の「おはなしのびっこ」は 18 日(木)10 時 3０分から１１時まで  

場所は厚南子育て支援センターです。 

・体調が悪い時、または家族の中に体調が悪い方がいる時は、外出を控える。 

・図書室へ来るときは、マスクを着用して、入口で検温、消毒、緊急連絡先の記入をする。 

・図書室内では常にマスクをして会話を控え、短時間の利用にとどめる。 

引き続き感染防止対策にご協力ください 

11 月の休館日 
３日（水）文化の日 

２３日（火）勤労感謝の日 

リトアニア共和国 コーナー 
ができました!! 

リトアニア共和国 コーナー 
ができました!! 

図書フェスティバル 開催のお知らせ 
１１月３日、文化の日に青少年センターを会

場に、図書フェスティバルを開催します。今年

は、ちょっと怖いお宝さがしがテーマになっ

ています。恒例の古雑誌配布、乳幼児とその

ご家族を対象にしたおはなしのびっ子さんの

イベント、秋の星空解説を中心としたプラネ

タリウム投影、天体観望会も同時に開催しま

す。ぜひお越しください。 

また、ご来場の際には新型コロナウィルス

感染防止対策にご協力いただきますようお

願いいたします。 

※この日は通常の図書業務は行いません。 

 

図書室イベント 

「ちょっと怖い お宝さがし」 
 

内容：みんなが大好きな妖怪やおばけたちが本の中から

飛び出して、青少年センター図書室の中に隠れてしまっ

たよ。手帳と灯りをもって、図書室の中へ探しに行こう！ 

妖怪たちを探し出せた人には参加記念品があります。 
 

日      時 ： １１月３日（水） 午後２時から６時まで 

参加対象者 ： 小学生以上 

持 ち 物 ： 演出上、図書室内を少し暗くするので 

懐中電灯などの灯りを持参してください。  

(貸し出しもあります。) 

注 意 事 項 ： 混雑時には、入場制限をすることがあり

ます。夕方４時以降は必ず保護者の付き

いをお願いします。 
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アイスシャーベット作り中！！ 

秋の日は釣瓶（つるべ）落とし、と言われますが、日が傾いてきたなと思ったら、本当にあっとい

う間に太陽が地平に沈み、気温がぐっと下がるのを肌で感じます。淡い残光の中、子どもたちとの帰

り道には、そろそろ冬の上着に衣替えを考えながら、手袋をポケットに忍ばせて歩く季節がやってき

ます。この時期は、いつも元気に「ただいまー！」と帰ってくるはずが、今日は姿が見えない、とい

う子もちらほら。どうしたのかと思って、周りの子どもたちに聞いてみると、風邪でお休みだよ、と

教えてくれました。季節の変わり目は体調を崩しやすくなるものです。心も体も健康に留意して過ご

したいと思います。 

９月の子ども教室では、子どもたちにとってもなじみのある縄跳びを使い、チームで体を動かす遊

びや、謎を解いて宝の隠し場所を探すレクリエーションゲーム、ビーズを使ったミサンガづくりなど

を行いました。謎解き宝探しでは、３～４人のグループに分かれ、なぞなぞやクロスワードなどのク

イズに挑戦。クイズを解くと、次のクイズのありかがわかり、すべての問題を解き終わると、これま

での答えからゴールの場所がわかる、という仕組みになっています。高学年には、漢字や言葉遊びの

クイズを出題しました。１人では解けなかった問題も、３人寄れば文殊（もんじゅ）の知恵。チーム

のみんなの知恵を集めて、答えにたどり着く姿も見られました。 

９月後半、祝日で活動ができなかった日が、ちょうど低学年の活動日と重なったため、高学年向け

特別企画として、キャンプやアウトドアの遊びで使える小刀の使い方や、たき火のつけ方講座を行い

ました。上厚真小では小刀を使って鉛筆削りに、中央小ではマッチと麻ひもでつくった種火を、小枝

に移していく火おこし初級編にチャレンジです。参加者は少人数ではありましたが、少人数だからこ

そじっくり取り組むことができ、やりきった子どもたちの満足度も高かったと感じています。「今度、

家族でキャンプに行くときは、マッチと麻ひもを持っていく！」と張り切る子や、「誕生日に小刀をプ

レゼントしてもらいたい」とつぶやいている子もいました。刃物の使い方や火の扱い方については次

回、特別教室のプログラムとして、また取り組んでみたいと考えています。 
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